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１．法人本部 

（１）運営方針 

 １．利用者に対する基本指針 

    ・『一人はみんなのために、みんなは一人のために』の理念のもと、施設サー

ビスを提供します。 

    ・１人１人の人権を尊重し個人の尊厳を保ち幸せに笑顔で生活できるよう支援

します。また、意思決定支援に丁寧に取り組みます。 

    ・インクルージョンの理念のもと、個々人の障害特性の差異を尊重し、心理社

会面にも丁寧に対応して、その人らしく生き生きと暮らせるよう支援します。 

    ・医務部と理学療法士や栄養士との丁寧な連携をもとに健康に過ごせるよう努

めます。 

・地域との関係性を継続し、福祉サービスの質の維持・向上に努めます。 

・今年度も新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、感染防止に努めながら、

電話・オンライン面会・対面の面会等を通して、利用者様とご家庭とのコミュ

ニケーションができるよう、支援に努めます。 

 

   ２．地域社会に対する基本方針 

・地域における公益的な取組み（いばらき生活支援事業・実習生等の受入れに

よる福祉人材の育成）を推進します。 

・信頼と協力を得るために情報を発進して参ります。 

・家庭と共に歩む開かれた施設を目指します。 

・地域の女性防火クラブと連携をとり、地域防災意識の向上に努めます。 

   

   ３．福祉人材・職員教育・福利厚生に対する指針 

・人材定着確保にむけた取組みを強化し、今年度も昨年度につづき福祉・介護

職員処遇改善加算〔加算Ⅰ〕及び福祉・介護職員等特定処遇改善加算、福祉・

介護職員等ベースアップ等支援加算を申請し、職員の処遇改善に役立て、やり

がいのある仕事となるようにしていきます。 

・職員 1 人 1 人の声に耳を傾け、働きやすい環境作りに努め、福利厚生の充実

を図ります。 

・働き方改革への取組みを推進します。 

・職員の研修（施設内・外）を充実させ職員教育に力を入れます。 

・オンライン研修、ウェブ会議等に積極的に参加します。 
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   ４．経営組織管理に対する方針 

    ・コンプライアンス（法令等遵守）を徹底します。 

    ・ガバナンス（組織統治）の確立に努めます。 

    ・健全な財務規律の確立と透明性の保持を推進します。 

    ・安定的継続的な福祉サービス提供の確保に努めます。 

 

   ５．新型コロナウイルス感染症に対して 

    ・新型コロナウイルスが、令和 5 年 5 月 8 日に感染症法上の分類において 5

類に引き下げられた後も、引き続き感染防止に職員一丸となり取り組み、利用

者様、職員の施設での生活の安全安心につなげます。 

    ・国・茨城県・常陸太田市等の行政からの感染防止関連の事務連絡や通知を遵

守し、また行政との連携に努めます。 

    ・茨城県心身障害者福祉協会や茨城県社会福祉協議会と連携し、感染防止に努

めます。 

    ・職員のマスク着用と手指等の消毒の徹底、そしてドアノブ、テーブル、シー

ト、備品等、施設内の消毒に努めます。 

・施設内換気を徹底します。また、家族会、支える会からご寄付いただいた、

エアドッグを活用し、施設内の空気の浄化に努めます。 

・検温や健康チェックシート、抗原検査等を通して、利用者様・職員全員の健

康管理と感染防止を徹底します。 

・物品納入等の業者、防災等の点検・修理等業者の出入に際しては、検温・消

毒や抗原検査等により、衛生対応と感染防止を徹底します。 

    ・利用者様・職員のワクチン接種については、常陸太田市等行政と情報共有や

連携を密にし、全力で取り組みます。 

    ・インターネット環境をできる限り利用し、ウェブ会議やオンライン研修に参

加したり、オンライン面接を行ったりすることで、感染防止に努めます。 

 

   ６．施設の重要機器類の点検・修繕・入れ替え 

    ・2006 年の開所から今年度は 18 年目となるため、施設の重要機器の老朽化に

目を配る必要が高まってきています。具体的には、浄化槽や給湯設備、厨房の

機材等の施設の重要機器の点検をし、必要な修繕・入れ替えを行い、利用者様

の安心・安全な生活を維持していきます。 

    ・令和 4 年度の空調設備の大規模改修が終了し、空調設備を大切に使用して、

利用者様に快適な日常生活をご提供して参ります。 
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（２）事業目的 

多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよ

う創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生

活を地域社会において営むことができるよう支援することを目的として、次の

社会福祉事業を行う。 

① 第一種社会福祉事業 

（イ）障害者支援施設の経営  

② 第二種社会福祉事業 

（イ） 障害福祉サービス事業の経営 

（ロ） 特定相談支援事業の経営 

 

（３）理事会・評議員会の開催予定 

・理事会の開催予定  ６月・１１月・２月・３月 

・評議員会の開催予定 ６月・３月 

また、必要に応じ臨時に理事会・評議員会を開催します。 

 

（４） 監事監査の実施予定 

・監事監査予定（６月） 
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２ 障害者支援施設 ピュア里川 

（所在地：常陸太田市内田町３１６８番地） 

（１）運営方針 

① 利用者の意向、趣向、障害の特性その他の事情を踏まえ、利用者に対して障

害福祉サービスを提供するとともに、その効果について継続的な評価を実施

することにより、利用者に対して適切かつ効果的に施設障害福祉サービスを

提供する。 

② 利用者の意思及び人格を尊重して、常に利用者の立場に立ったサービスの提

供に努める。 

③ 地域との結びつきを重視し、市町村、地域の保健医療サービス及び福祉サー

ビスを提供する者との連携に努める。 

④ 利用者の人権の擁護及び虐待の防止等のため、必要な体制を整備するととも

に、職員に対し研修を実施する等の措置を講ずるよう努める。 

⑤ 関係法令等を遵守し、事業を実施する。 

 

（２）事務局体制  

・施設の運営管理は関係法令等を遵守し、事業計画及び諸規程にのっとり遂行

する。法令等に改正があった際には、適時適正に関係規程等を見直す。 

・施設の運営及び利用者サービスを適切に行うため、施設内では職員の連絡・

連携を密にし、施設外においては地域、関係機関との連携に努める。 

・予算の適正な執行をし、健全な財政運営に努める。会計基準に基づいた、適

正な会計処理を図る。 

・業務の効率化に努めるとともに、建物、設備等の点検を適切に行い利用者の

安全を図る。 

 

（３）サービス種類及び利用者定員 

① 施設入所支援 ４０名 

 主として夜間において、入浴、排泄及び食事等の介護、日常生活上の助言や

相談、支援等を行う。 

② 生活介護   ６０名 

 主として昼間において、排泄及び食事等の介護、日常生活上の助言や相談、

支援を行うとともに、創作的活動又は生産活動の機会の提供、身体機能や生

活能力の維持・向上のための援助等を行う。 
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③ 短期入所    ４名 

 居宅においてその介護を行う者の疾病その他理由により、短期間の入所を必

要とする利用者を対象に、入浴、排泄及び食事等の介護、その他の日常生活

上必要な支援を行う。 

④ 日中一時支援 若干名 

 居宅においてその介護を行う者の疾病その他の理由により、短期間（日帰り）

の入所を必要とする利用者を対象に、必要な介護又は支援を行うものとする。 

⑤ 計画相談支援  随時 

  ・サービス利用支援 

    障害福祉サービス等の申請に係る支給決定等前に、障害者の心身の状   

況、その置かれている環境、本人の意向等を勘案し、利用するサービ

スの内容等を記載したサービス等利用計画案を作成し、支給決定等が

行われた後に、当該支給決定等の内容を反映したサービス等利用計画

の作成等を行う。 

  ・継続サービス利用支援 

    サービス等利用計画が適切であるかどうかを一定期間ごとに検証し、

その結果等を勘案してサービス等利用計画の見直しを行い、サービス

等利用計画の変更等を行う。 

 

（４）職員体制 

① 事務局長 １人（非常勤） 

 事務局長は、庶務及び会計事務を統括し、所属職員を指揮監督する。 

② 管理者［施設長］ １人（常勤） 

管理者は、従業者及び業務の管理その他の管理を一元的に行う。 

③ 副施設長 １人（常勤） 

 副施設長は、施設長を補佐し、施設の運営管理に当たる。また、施設長に事

故があるとき又は欠けたとき、その職務を代理する。 

④ 事務長 １人（常勤） 

 事務長は、庶務及び会計事務に関する業務を総括する。 

⑤ 事務員 ４人（常勤２人、非常勤２人） 

事務員は、庶務及び会計に関する業務に従事する。 

⑥ サービス管理責任者 １人（常勤） 

 サービス管理責任者は、利用申込に係る調整、個別支援計画の作成に関する

業務、他の従業者への技術指導や必要な支援等を行う。 

 

⑦ 相談支援専門員 １人（常勤１人） 



7 

 

 相談支援専門員は、利用者の日常生活全般に関する相談、サービス利用計画

の作成及び継続的なモニタリング等を行い適切な障害福祉サービスの利用が

行われるようにする。 

⑧ 生活支援員 ２３．４人（常勤２１人、非常勤［常勤換算数］２．４人） 

※生活支援員については、記載されている以上の人数を配置するものとし、

指定基準を遵守し前年度の平均実利用者数に基づき配置すべき人数を確

保する。 

生活支援員は、利用者の日常生活において必要な支援を行う。 

⑨ 看護師 ２人（常勤１人、非常勤１人） 

看護師は、利用者の看護及び利用者と職員の健康管理、保健衛生管理等を行

う。 

⑩ 栄養士 １人（常勤） 

 栄養士は、献立作成、栄養量計算及び給食記録並びに調理員が行う給食業務

全般の支援に従事する。 

⑪ 医師 １人（非常勤嘱託） 

 医師は、利用者の日常生活上の健康管理及び療養上の指導、治療等を行う。 

⑫ 理学療法士 ２人（非常勤嘱託） 

 理学療法士は、利用者の日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するた

めの必要な訓練を行う。 

⑬ その他 

 上記に定めるものの他必要がある場合は、定員を超える職員を置くことがあ

る。 
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（５） 職員勤務体制 

職 種 勤務区分   始業時間   終業時間   休  憩  時  間 

事務局長 日 勤   ９：３０  １８：００ １２：００～１３：００ 

施設長 日 勤   ９：００  １８：００  １２：００～１３：００ 

副施設長 日 勤  ８：３０ １７：３０ １２：００～１３：００ 

事務長 日 勤 １０：００  １９：００  １２：００～１３：００ 

事務員 日 勤   ８：３０  １７：３０  １２：００～１３：００ 

サビ管※ 日 勤 ９：００ １８：００ １２：３０～１３：３０ 

相談支援専門員 日 勤 
７：３０ 

８：３０ 

１６：３０ 

１７：３０ 
１２：００～１３：００ 

生活支援員 早１番 

早２番 

日 勤 

遅１番 

遅２番 

夜 勤 

６：３０ 

７：３０ 

９：００ 

１０：００ 

１２：００ 

１６：００ 

１５：３０ 

 １６：３０ 

 １８：００ 

 １９：００ 

 ２１：００ 

翌 10：00 

１１：３０～１２：３０ 

１１：３０～１２：３０ 

１２：３０～１３：３０ 

１５：００～１６：００ 

１７：００～１８：００ 

①  ２２：００～２３：００ 

４：００～ ５：００ 

②  ２３：００～２４：００ 

   ５：００～ ６：００ 

看護師 日 勤  ８：３０ １７：３０ １２：００～１３：００ 

栄養士 日 勤 ７：００  １６：００ １２：００～１３：００ 

※サビ管：サービス管理責任者の略 

 

（６）利用者支援 

① 基本方針 

・利用者の個別支援計画に基づきサービス提供を行い、適時支援内容を見直し、

利用者の状態に即した支援を提供していく。 

・利用者の生活支援、作業支援を通して情緒の安定と生活能力の維持・向上を

図る。 

・外出活動や地域の行事への参加などを通して、充実した日常生活を送れるよ

う努める。 

・利用者の意思及び人格を尊重して、施設生活を通してその人らしく自立して

生活できるような支援に努める。 

・家庭との連携を大切にし、より良い利用者支援に結びつける。 

・体を動かす活動を積極的に取り入れ、身体の維持向上、機能回復を図る。 
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・外部研修・施設内研修などを通じ支援員の資質の向上に努める。 

・強度行動障害への支援の取り組みを深める。 

② 支援計画 

＜生活支援＞ 

    ・食事、入浴、排せつ支援では、個々の能力に応じた課題を見出し、適切な支

援を展開していく。またそれ以外の一日の流れの中でも、整容、着替えなど

細かな部分にまで目を向け、日常生活能力の向上を目指す。 

・家庭的な雰囲気の中で、明るく、楽しい時間を過ごしながら充実した生活を

送っていただくことを目指す。 

＜作業支援＞ 

・生活介護サービス利用者に対しては日中活動として、下記表いずれかの作業

班に所属していただき、生産的活動又は創作的活動の機会を提供し、日中活

動の支援を行っていく。作業内容のみに焦点を合わせた支援とせず、利用者

同士の話し合いの場、作業準備・片付けの重要性なども育んで頂けるように

配慮する。 

【作 業 班】※新型コロナウイルス感染症の感染リスクが、低減するま

でユニットごとの活動の枠組みの中で行う。 

作業班名 主な活動内容 目標 

エコ班 

 

作業に対するミーティング 

環境整備（施設内・近隣道路ゴミ拾い） 

草刈り畑作業（野菜作り） 等 

・作物を作る楽しさを知

り、やりがいを見出しなが

ら意欲的に取り組めるよ

うにする。 

コスモス班 作業に対するミーティング 

指先の機能訓練、歩行訓練 

ボール運動、マット運動 

階段昇降・生活関連動作訓練等 

理学療法士による機能訓練〔第 1・3 週の 2 回〕 

・健康状態や気持ちを配慮

し、楽しく活動できるよう

な雰囲気作りを心がける。 

 

ピカソ班 作業に対するミーティング 

ビーズ作品作り、刺し子 

近隣散策 等 

・作業環境を整えることに

より、穏やかな気持ちで作

業にのぞみ、メリハリある

生活を送れるよう努める。 

 

 

 

 



10 

 

曜日 
時間 

＜レクリエーション等活動支援＞ 

・年間行事予定（P１２④ 記載）に予定している行事・活動を通して、人間関

係を学び、充実感・ゆとり･自信を持った生活が送れるようになることを目指

す。 

・毎週金曜日の午後はクラブ活動を実施し、楽しみながら心身共にリフレッシ

ュできるような支援を目指す。 

【ク ラ ブ】※新型コロナウイルス感染症の感染リスクが、低減するま

で中止。 

ク ラ ブ 名 主な活動内容  実  施  計  画 

スポーツ 

クラブ 

ソフトボール・バスケット・自転車 

運動活動全般・ランニング・縄跳び 

ＤＶＤ鑑賞・ストレッチ 

クラブに対するミーティング  等 毎週金曜日の午後に実施 

午後１３時００～ 

      １４時３０分 

 

調理 

クラブ 

調理実習計画立案・材料買い出し、 

調理実習 

クラブに対するミーティング  等 

音楽 

クラブ 

手遊び歌、楽器演奏、歩行 

プラネタリウム 

クラブに対するミーティング  等 

③ 日課・週間予定 

【通所利用者（生活介護）】 

  月 火 水 木 金 土 日 

８：３５～ 通所送迎開始（利用者送迎距離によって変動あり）   

９：００～ 職員朝礼（当日の予定・各担当者から申し送り） 

９：３０～ 

利用者ミーティング・体調チェック                                     

ティータイム                            

作業班に移動し作業開始 （適時休憩） 

後片付け・作業室清掃 

１２：００～ 昼食（服薬）・歯磨き・排泄誘導 

１３：００～ 

作業班に分かれ作業開始（適時休憩）         

後片付け                             

ミーティング（反省と明日の予定） 

クラブ活動 

１５：１５～ 間食（おやつ）・体調チェック 

１５：３０～ 利用者送迎開始 

原
則
と
し
て
通
所
者
は
土
日
・
祝
日
は
休
み 
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曜日 

時間 

 

【入所利用者（生活介護・施設入所支援）】 
 

月 火 水 木 金 土 日 

６：３０～ 
起床                             

着替え・検温・整容（洗顔・頭髪整え・髭剃り）布団整備 

７：３０～ 朝食（服薬）・歯磨き・排泄誘導 

８：３０～ 清掃活動・生活支援・余暇時間 

９：００～ 職員朝礼 （当日の予定・各担当者から申し送り） 

９：３０～ 

利用者ミーティング                                                     

ティータイム                            

作業班に移動し作業開始 （適時休憩）       

後片付け・作業室清掃  

利用者ミーティング 

ティータイム 

余暇時間 

１２：００～ 昼食（服薬）・歯磨き・排泄誘導 

１３：００～ 

作業班に分かれ作業開始（適時休憩）         

後片付け                           

ミーティング（反省と明日の予定） 

クラブ

活動 
余暇時間 

１５：１５～ 間食（おやつ） 

１５：３０～ 入浴準備・生活支援 

１６：００～ 
入浴                        

（入浴後は余暇時間・生活支援） 
着替え 

１８：００～ 夕食（服薬）・歯磨き・排泄誘導 

１９：００～ 就寝における布団整備・余暇時間 

２０：００～ 眠前薬服薬（対象者）・余暇時間・就寝準備（トイレ誘導） 

２１：００～ 消 灯（就寝） 
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④ 年間行事予定 

※網掛け部分は、新型コロナウイルス感染症の流行状況をみて、施設内

部での検討や、関係機関、ボランティアの方々との話し合い・相談等に

より、実施の可否を判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊小グループに分かれた外出活動を適時実施予定（各ユニットのグループ活動、及び

各ユニット少人数での休日外出活動） 

＊毎月実施   ：誕生会（毎月第３木曜） ：ゲームとお菓子の日 

＊全体活動月１回：ミュージックケア 

   ＊年１～２回：音楽会 

 

予定 

月 

行事内容 

施 設 内 施 設 外 

４ 近隣散策（花見） 
茨城県世界自閉症啓発デー・発達障害

啓発週間作品展出品 

５ 家族会総会  

６ 親子旅行  

７ 七夕祭り  

８ 夕涼み会  

９ お月見（装飾品などのみ） 
茨城県障害者スポーツ大会レクリエー

ション競技大会 

１０ 
ふれ愛フェスタ 

  峰山中学校吹奏楽部演奏参加協力 
 

１１ 紅葉狩り  

１２ クリスマス会 
茨城県ナイスハートふれあいフェステ

ィバル参加 

１ お正月行事 
NPO 法人グリーンピュア常陸太田 

餅つき、まゆ玉つくり参加 

２ 節分行事 
常陸太田市生涯学習フェスティバル作

品展示会（アート展参加） 

２～

３ 
 慰労会〔ユニットごとの食事会〕 

３ ひな祭り  
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⑤ 給食 

コロナ禍の中、笑顔でホッと安心できる時間、癒しの時間となるよう

な食事提供や献立を心掛け、行事等でも非日常の演出に寄与できるよう

努めます。 

【献立作成・実施】 

・利用者の年齢・体格・運動量・障害の特性・疾病に配慮し、エネルギーの食

事摂取基準により適正なエネルギーの食事提供を行う。季節行事等を考慮し

できるだけ変化に富んだ献立とする。 

・季節感あふれる彩り豊かな献立や手作りおやつを心がけ、より家庭に近い食

生活の実現を図る。 

・地産地消を基本とし、また施設内での収穫物（エコ班作業収穫物）を利用し

た食事提供の機会を設ける。 

・委託業者と共に献立作成に取り組む。 

・利用者の嗜好調査等を行い、献立へ反映させる。 

・温冷配膳車を有効活用できる献立を作る。 

【給食管理】 

・定期的（毎月１回）に委託業者と共に、給食委員会を開催し安全で美味しい

食事の提供に努める。 

・定期的（毎月１回）に委託業者と共に、細菌検査を実施している。また、年

１回（時期的）ノロウイルス細菌検査も実施している。 

・衛生面に留意し、給食の安全性の確保に努める。 

・バランスよく食物を摂取する栄養管理に努め、体調管理に丁寧に目配りする。 

⑥ 保健衛生 

＜健康管理＞ 

・日常生活の中で利用者の心身の状況に注意を払い、体調の変化を早期に発見

できるよう職員間の情報交換を密にし、健康状態の把握に努める。また、家

庭、嘱託医、協力医療機関等との連携のもと健康管理に努める。 

【利用者健康診断等予定表】 

実施月 内容 備考 

４月 健康診断（入所者・支援職員） 

※支援職員は腰痛健診を含む。 

渡辺医院（施設内） 

１０月 健康診断（入所者・職員） 

※支援職員は腰痛健診を含む。 

日立メディカルセンター

（施設内） 

１１月 インフルエンザ予防接種（入所者・

通所者・職員） 

渡辺医院（施設内） 
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実施月 内容 備考 

随時 新型コロナワクチン予防接種（入所

者・通所者・職員） 

渡辺医院（施設内） 

毎月 体重測定 施設内 

毎月 定期通院（内科、歯科、精神科） 渡辺医院、日立梅ヶ丘病院、

寺門歯科医院、茨城県歯科

医師会口腔センター水戸等 

３ヶ月に１回 嘱託医による健康チェック 渡辺医院（施設内） 

毎週１回 血圧測定（入所者必要のある方のみ）  施設内 

毎月 衛生チェック 施設内 

＜衛生管理等＞ 

・利用者・職員は感染症予防のため、手洗消毒等を適切に行い、うがい励行に

努め、日頃から規則正しい生活を心がける。ペーパータオル、使い捨て手袋・

マスク・エプロン等を常時備える。 

・施設内は常時清潔に保つよう心がけ、こまめに換気を行う。頻繁に使用する

箇所（ドアノブ・電気スイッチ・便座等）は消毒を行う。 

・感染症予防対策委員会を開催し感染予防に努める。 

＜新型コロナウイルス感染症の感染防止対策＞ 

・個人防護具の着脱訓練指導 

・手指衛生の訓練指導 

・施設内環境消毒の実施 

・職員を対象とした定期的な抗原検査の実施 

・新型コロナウイルス感染症対応マニュアルの改訂 

・各ユニットのゾーニング訓練 

 

（７）計画相談支援（特定相談支援事業） 

  ① 基本方針 

・利用者の意思及び人格を尊重し、利用者の立場に立って計画相談支援を行う

とともに、利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者

の選択に基づき、適切な障害福祉サービス等が、多様な事業者から、総合的

かつ効率的に提供されるよう配慮して行う。 

・利用者に提供される福祉サービス等が特定の種類又は特定の障害福祉サービ

ス事業者等に不当に偏ることのないよう、公正中立に行う。 

・市町村、障害福祉サービス事業者等との連携を図り、地域において必要な社

会資源の改善・開発に努める。 
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② 提供内容 

１．サービスの提供方法等についての説明 

 ２．アセスメントの実施（利用者の心身状況や置かれている環境等の評価、

利用者の意向や支援する上での解決すべき課題等の把握） 

 ３．サービス等利用計画案の作成 

 ４．サービス担当者会議の開催 

 ５．サービス等利用計画の作成（案ではなく正式な計画） 

６．モニタリングの実施（サービス等利用計画の実施状況の把握、検証） 
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（８）職員の研修・会議予定 

【内部研修予定】 

月 実         施         内         容 対象職員 講師担当 

４ 新規採用職員一般研修 新規採用職員

（４月採用） 

施設長 

事務長 

事務主任 

サビ管 

５ 利用者支援と虐待防止法について 生活支援員 施設長 

副施設長 

支援主任 

６ 食中毒について・感染症について 
全職員 

看護師 

栄養士 

７ 個別支援計画について 

（モニタリング・見直しの視点） 

生活支援員 サビ管 

８ 利用者支援について 生活支援員 施設長 

支援員等 

９ 研修報告（上半期における研修参加者等） 支援員 生活支援員 

１０ 栄養管理について 全職員 栄養士 

１１ インフルエンザ・新型コロナウイルス感染防止対

策研修会 

全職員 看護師 

１２ 身障者支援について 生活支援員 虹主担当 

１ 交通安全講習（太田警察署） 全職員 研修係 

２ サービス評価及び関連事項 全職員 サビ管 

３ 時事に応じての内容の研修 全職員 研修係 

その他 

新規職員一般研修 

 

新規採用職員

（年度途中採

用者対象） 

施設長 

事務長 

事務主任 

サビ管 

新規採用職員専門研修 （随時） 新規採用職員 副施設長 他 

相談支援業務研修（４月・８月・１２月 ） 相談支援 

専門員 

相談支援 

専門員（専従） 

新型コロナウイルス感染症感染防止研修（随時） 全職員 研修担当者 

外部研修を受講後の報告会、会議内学習（随時） 全職員 担当職員 
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【外部研修予定】 

   研  修  主  催      研    修    名 

全国知的障害者福祉協会 全国大会研修 等          

全国社会福祉法人経営者協議会 社会福祉法人会計研修                      

茨城県心身障害者福祉協会 

 

サービス管理責任者研修 

初級支援員研修・中級以上支援員研修・栄養士研修・ 

保健担当研修、施設長研修・虐待防止法研修 等 

茨城県社会福祉協議会 障害者相談支援従事者研修 

法人管理・代表者等研修、指導職員研修、看護師研修・

給食担当職員研修・介護職員研修・新任職員研修・中

堅職員研修・チームリーダー研修・虐待にならないスピ

ーチロック防止研修・アンガーマネジメント研修・メ

ンタルヘルス研修・相談援助等業務担当者研修 等 

茨城県福祉部障害福祉課 

茨城県心身障害者福祉協会 

強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践） 

その他 他施設勉強会（ABA 研修等）・救急救命講習・安全運

転研修・新型コロナウイルス感染症感染防止研修 等 

 

【施設内会議等予定】 

会 議 名  回   数     内        容 参 加 者 

職 員 会 議 月１回 翌月の行事、業務予定連絡 全職種 

支援員会議 月１回 生活支援及び作業支援業務の検討 全職種 

給食委員会 月１回 給食に関する問題点改善、要望の検討 給食委員 

防災対策 

委員会 
月１回 

防災訓練及び防災教育に関する学習 

不審者侵入への対応の学習 

防災環境 

対策委員 

メディカル 

ミーティング 

月 1回 

※必要があ

れば臨時ミ

ーティング

を随時開催 

福祉サービスと医療との連携等についての

検討 

新型コロナウイルス感染症の感染防止につ

いて検討し、感染防止に努める 

看護職員 

施設長 

副施設長 

事務長・サビ管 

支援主任・事務員 

感染症予防 

対策委員会 

3か月に 1回

※必要があ

れば臨時ミ

ーティング

を随時開催 

感染症予防対策についての検討 

特に、新型コロナウイルス感染症の感染防

止対策 

看護職員 

施設長 

副施設長 

事務長・サビ管 

支援主任・事務員 
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会 議 名  回   数 内        容 参 加 者 

個別支援計画

モニタリング 
半年に２回 

半期ごとに個別支援にもとづくサービス提

供の評価を行い、必要により見直しを行う。 

施設長 

副施設長 

事務長・サビ管 

生活支援員 

サービス 6か月に 1回

適時 

個別支援計画のサービス内容や時事の利用

者支援問題点などを担当間で協議する。 
全職種 

担当者会議 

虐待防止 

委員会 

年 4回 

6月・7月・

11月・12月 

※必要に応じ

て臨時開催 

虐待に対する知識を学び、虐待を発生させない

為に支援内容の見返しを行う。 

施設長 

副施設長 

事務長・サビ管 

生活支援員 

身体拘束等 

適正化検討 

委員会 

年 2回 

9月・3月 

※必要に応じ

て臨時開催 

身体拘束に関することを理解し、その廃止・適

正化に努める。 
全職種 

コミュニケー

ション活性 

ミーティング 

随時 

支援向上のためにコミュニーションを活性化

することを目的とし、その都度決められたテー

マに沿って、主体的な意見交換・学習をする。 

※新型コロナウイルス感染防止対策を取り上

げる場合もある。 

副施設長 

サビ管 

生活支援員 

入所判定会議 随     時 入所に関する事前調査及びその報告検討 各部代表 

各種委員会※ 随     時 各担当委員会業務の運営検討 各種担当委員 

そ の 他 ・ 毎日     朝礼及び申し送り 

※各種委員会：環境整備委員会、サービス向上委員会、研修委員会、ショートステイ委

員会、リスク対策委員会、広報委員会等 

 

（９）職員の福利厚生 
・職員の健康診断、慶弔費・諸手当支給、給食費一部補助 

・年次有給休暇の取得促進 

・茨城県民間福祉事業者互助会加入 

 

（１０）施設・設備の維持・補修 
・施設・設備について利用者の安全・安心確保のため、随時保守点検を実施し必

要に応じ維持・補修等を行う。 

・スプリンクラーと消火栓の非常用発電機点検整備を行う。 
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・浄化槽のサブブロワーの取り替えを行う。 

   ・放射線防護対策（設備、備蓄物資、資機材）の維持管理を行う。 

 

（１１）災害事故防止対策 
・消防計画を作成し、火災や自然災害、原子力災害に迅速に対応できるよう毎月

防災訓練を実施する（年 2 回は消防署立会のもと、総合防災訓練を行う）。平

成 30 年度に策定された当施設の水害・地震想定の非常災害対策計画に従い、

常陸太田市の防災対策課と連携を密にして、水害想定の避難訓練を行っていく。

普段から地元消防署や上内田婦人防火クラブ員との連携を密にして、消防器具

を使用して実技訓練を実施し万一に備え、利用者の安全を確保する。 

・原子力発電所で原子力災害が発生するなどして避難指示等が発令された場合に、

施設利用者等を安全に保護することを目的として、平成２９年度に放射線防護

区域（施設内）が整備され、平成３０年度から運用開始となり、原子力事故想

定の防災訓練を年 2回行っていく。また、令和 5年度には、放射線防護区画を

拡充する工事を予定している。 

・利用者と職員の安全確保や防犯を図るため、外周フェンスガードを設置してい

る。また、太田警察署駅前交番にパトロールを依頼している。 

・非常用自家発電設備の整備が令和元年度 3月に完成し、災害時に全館停電にな

った際にも、3 日程度サービスが滞りなく行えることが可能になり、停電時等

の非常時においても、安心安全の向上につなげていく。 

・施設内防犯体制の向上や事故防止の徹底を図るため、令和元年度に防犯カメラ

が整備され、防犯対策に万全を期していく。 

・令和３年度に実施した増築改修工事により、事務室が２階建てとなり、垂直避

難が可能となった。災害時に有効活用できるよう、避難訓練において垂直避難

訓練を実施していく。 

 

（１２）地域福祉 
  ・市町村等地域の関係機関と連携し、地域に信頼される専門的施設を目指し地域

福祉向上のために取り組む。 

  ・地域主催の行事に参加するとともに、施設の行事にも近隣住民の方を招き、地

域との交流と施設の公開を図る。 

  ・地元小・中学校との交流やボランティア等受け入れを積極的に行い、相互理解

につなげていく。特に、令和 4年度に、西小沢小学校が峰山小学校に統合され

たが、今後も引き続き交流を継続し、地域福祉や障害者福祉の啓発・増進に努

める。 
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（１３）学生の研修・実習の受け入れ予定 

① 教員免許取得過程における大学生の介護体験実習（茨城県社会福祉協議会委

託事業） 

② 福祉関係の専門学校や他サービス事業所の現場実習 

③ 特別支援学校高等部生徒の現場実習 

 

（１４）苦情解決 

  ・苦情解決するための体制・仕組みを利用者・家族等に十分周知し、施設内に

掲示する。また、苦情事項については、苦情申出人に了解を得た上で職員全

体に周知し、処理状況を施設内に掲示する。 

《苦情解決責任者》 施設長   

《苦情受付担当者》 事務長、サービス管理責任者、相談支援専門員 

《第 三 者 委 員》 

伊藤 紀子（元常陸太田市男女共同参画推進室室長） 

第三者委員は苦情の直接受付、必要に応じて苦情申出人への助言、話し合

いへの立会い等を行う。 

 

（１５）個人情報保護 

  ・個人情報保護に関する関係法令等を遵守し、当法人ガイドライン「個人情報保

護に関する方針」に基づき、個人情報を慎重に取扱う。正当な理由がなく、職

員やボランティア等が業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を漏らすこ

とがないよう周知徹底する。  

 

（１６）人権擁護・虐待防止・身体拘束適正化について 

  ・当法人の定める「職員倫理規程」及び「職員倫理規程に基づく行動指針」を遵

守し、虐待防止に努め、常に利用者の人権を尊重した基本姿勢を堅持し、創意

工夫をもって利用者の支援を行う。 

・虐待は人権侵害であり、犯罪行為という認識のもと、障害者虐待防止法の理念

に基づき、利用者の尊厳の保持・人格の尊重を重視し、権利利益の擁護に資す

ることを目的に、虐待の防止とともに虐待の早期発見・早期対応に努め、①身

体的虐待、②性的虐待、③心理的虐待、④放棄・放置、⑤経済的虐待のいずれ

も行わない。虐待防止責任者を施設長とし、年 4 回虐待防止委員会を開催する。 

・サービス提供にあたり、当該利用者又は他の利用者等の生命・身体・権利を保

護するため、緊急やむを得ない場合を除き、原則として身体拘束及びその行動

制限を行わないこととする。身体拘束等適正化検討委員会を設置し、年２回開

催する。 
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・虐待防止・人権擁護研修の外部研修と内部研修をそれぞれ年 1 回以上受講し、

虐待防止・人権擁護意識の向上と支援技術の研鑽に努める。 


